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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
朝倉晃連出の ｢赤血球大小不同症の成因の機構｣に関する学位論文につき審査した結果の要旨は次
の通りである｡
朝倉は Slideを用いて急性実験的貧血の場合に見られる大小不同症についての客観的事実を述べ,
之が巨赤血球の出現に依るものである事を説明し,ついでRNAの定量実験と網赤血球でRNA合成
の起らない事実から大赤血球は多染赤芽球の段階で,最後の細胞分裂を省略して脱核を起したもので
ある事を明瞭に示した｡本論文は従来等閑に附せられていた項象を始めて正確且明瞭に明らかにし,
早期脱核の事実を明らかにしたものである｡
以上の説明に対して二三の質問があったが本人は之に対して充分納得の行く説明を加え異議なく了
承した｡
以上の通り本論文は新しい知見に富み,学術上有益であり,著者は医学博士の学位を授与せられる
べき学力を有すると認める｡
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